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藤枝市教育委員会 令和８年６月定例会会議録 
 
 
１ 開 催 日  令和８年６月２５日 
 
 
２ 場      所  藤枝市役所西館３階 特別会議室 
 
 
３ 会議に附した事項  （別紙のとおり） 
 
 
 
４ 出 席 委 員  教 育 長  中村 禎 
 

教育長職務代理者  永田 恵実子 
 

 委      員  福與 繁太郎 
 
委      員  渡邊 博文 

 
           委      員  永田 奈央美 

 
  
５ 出席した事務局職員  教 育 部 長  杉村 成美 
 

教 育 政 策 課 長  金原 雅之 
 

学 校 教 育 監  安藤 厚志 
 

   主 席 指 導 主 事  道越 洋美 
  

学 校 給 食 課 長    村松 雅弘 
 
生 涯 学 習 課 長  茂木 啓輔 
  
図 書 課 長  杉本 守 

  
       教 育 部 調 整 主 幹  米倉 友子 

 
 

総 務 係 長  鈴木 香織 
 
書      記  興津 景子 
 

６ 傍 聴  １名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

教育委員会 令和８年６月定例会 
 

 

日 時  令和８年６月２５日 午後４時 

場 所  藤枝市役所西館３階 特別会議室 

 

 

１ 開       会  午後４時 

 

 

２ 会議録署名委員氏名  永田恵実子委員、福與繁太郎委員 

 

 

３ 日程第１ 諸般の報告 

 

  生涯学習課長 令和８年度 藤枝市家庭教育学級合同講演会の開催について 

         令和８年度 藤枝市青少年健全育成功労者等表彰式について 

         科学体感イベント「フジエダ☆サイエンスキッズラボ」 

～夏休みサイエンス大作戦～の開催について 

 

  図書課長   令和８年夏に開催する主な図書館行事について 

 

 

５ 閉       会  午後４時１５分 

 

  



開  会    午後４時 

 

 

日程第１  諸般の報告 

令和８年度 藤枝市家庭教育学級合同講演会の開催について 

 

 

 

令和８年度 藤枝市青少年健全育成功労者等表彰式について 

 

永田恵実子委員  「アンガーマネジメント」など非常に良い内容なので、多くの

人に聞いて欲しい。ただ、開催が金曜日となっているが、より

多くの人が参加できるよう、土曜日等に変更する予定は現時点

ではないか。 

 

生涯学習課長  今年度の日程は金曜日で決定している。今回は、家庭教育学級

の学級生だけでなく、入っていない 1 年生の保護者にも案内を

出しており、できるだけ多くの方に来ていただきたいと考えて

いる。曜日については、今後の課題として参加者の意見を聞き

ながら検討したい。 

 

福與委員  講師の都合等もあるかもしれないが、この内容をアーカイブな

どで配信し、対象者を広げるような形は取れないか。 

 

生涯学習課長  著作権等の権利関係の確認が必要となるが、より多くの方に届

ける方法として、今後の検討課題とさせていただきたい。 

 

教育長  対象として「小学校 1 年生」という限定は、あった方がよいの

か。 

 

生涯学習課長  もともと家庭教育学級の研修会という位置づけであるためこの

設定にしているが、学級生以外の 1 年生の保護者も参加可能と

している。 

 

生涯学習課長  質疑の前に、青少年健全育成功労者表彰の表彰数内訳につい

て、資料の訂正をする。 

 

  児童生徒見守りボランティア 5 年以上：28 名、その下の、防犯

まちづくりボランティア 10 年以上：1 名 

と記載しているが、正しくは、 

【正】(イ) 児童生徒見守りボランティア 5 年以上：29 名、防

犯まちづくりボランティア 10 年以上：該当者なし（0 名） 

全体の総数（49 名）に変更はない。 

 



 

 

 

科学体感イベント「フジエダ☆サイエンスキッズラボ」 

～夏休みサイエンス大作戦～の開催について 

 

 

 

令和８年夏に開催する主な図書館行事について 

 

 

 

   

 

閉  会    午後４時１５分 

 

   

  なし 

   

福與委員  内容が非常に魅力的である。この 7 つあるテーマは、時間を区

切って行うのではなく、ブース形式で同時に展開され、こども

たちが好きなところへ行くという理解でよいか。 

 

生涯学習課長  その通りである。それぞれのブースを設けて同時に展開し、時

間を決めて実施する形となる。 

 

永田奈央美委員  説明の際に「探究心」という言葉があった。趣旨には「好奇

心」や「体感」という言葉が並んでいるが、昨今の教育のトレ

ンドからも、次年度からはぜひ「探究」という言葉も含めてい

ただけるとよい。また、STEAM 教育の観点で言うと「Science, 

Technology, Engineering, Mathematics」は網羅されている

が、「Art（芸術）」の部分が見当たらないため、7 項目の内容を

設ける際には Art の要素も網羅できるよう、次年度以降ご検討

いただきたい。 

 

 生涯学習課長   ご意見を踏まえ、来年度以降のイベントの形について検討させ

ていただく。 

 

   

  なし 

   


